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　「天はなぜ、自分を、すり鉢のような谷間に生まれさせたのだ？」

　三河の稲橋村（現在の豊田市稲武町）に生まれた古橋源六郎暉
てるのり

皃は、貧し

い村に生まれた境遇を、こう嘆いたといいます。しかし、ある時峠の上から、

周囲の山々や平野を見渡しながら、一つの確信に至りました。

　「天は、水郷には魚や塩、平野には穀物や野菜、山村にはたくさんの樹

木を、それぞれ与えているのだ。」

　そう確信した彼は、植林、養蚕、茶の栽培など、土地に合った産業を新

たに興し、稲橋村を豊かな村へと発展させることに成功しました。　

「所信表明演説」より

　今回の企画展では、第 187 回国会での安倍総理大臣の所信表明演説の中の「地

方創生」を訴える部分でも取り上げられた、幕末から明治期の篤農家、古橋源

六郎暉皃について、古橋懐古館（豊田市稲武町）に伝わる資料とともに紹介します。
古橋源六郎暉皃　　古橋懐古館提供
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　豊田市北東部、長野県と岐阜県の県境に位置する稲

武地区は、木曽山脈に属する段戸山系の高い山々が南

東部に連なり、これらの山々を源とする名倉川・黒田川・

野入川などは北に向かって流れ、矢作川に注いでいま

す。面積は 98.63㎢で、約 87％が山林です。最高地は設

楽町境にある天狗棚（標高 1240 ｍ）、最低地は西北部

にある川手町の標高 320 ｍです。

　稲武地区には、都市部では味わえないような豊かな

自然が残されています。春の新緑・秋の紅葉が美しい

大井平公園、冬の樹氷・原生林・そして風力発電で有

名な面の木峠もこの地区にあります。

　稲武地区の幹線道路は、国道 153 号（飯田街道）と

国道 257 号（恵那浜松線、秋葉街道）で、現在の稲武

町で交差しています。稲武と古橋源六郎暉皃を語るとき重要なのがこの幹線道路です。古くから、人や物資の流れ

とともに、様々な文化が中山道−飯田街道を通り、稲武へ、足助・挙母へと伝わりました。

１．稲武地区の特色
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　古橋源六郎暉
てるのり

皃は、文化 10 年（1813）3 月 23 日、幕府代官領の山村、三河国設楽郡

稲橋村（現在の愛知県豊田市稲武町）に名主三河古橋家五代目義
よしのり

教の次男として生ま

れました。幼名を唯
た だ し ろ う

四郎といい、兄・徳四郎が亡くなり家督を相続することとなり源

六郎を襲名しました。

　三河古橋氏は飛騨古橋氏の流れをくみ、飛騨古橋氏は飛騨大野郡に住んだ三
さえぐさのすくね

枝宿祢

（その祖は垂
すい

仁
にん

天皇です）の子孫に当たるといわれています。三河古橋家は、初代古橋

源六郎義次が享保 2 年（1717）に、中津川より稲橋村に移住したことから始まります。

その後、代々造り酒屋を営むとともに、名主を務めた家柄でしたが、古橋源六郎暉皃

が家督を継いだ天保 2 年（1831）には、手を広げすぎた商業経営から借金がかさみ、

破たん寸前にまで追い込まれていました。

家政改革
　古橋源六郎暉皃は、天保 2 年（1831）2 月、19 歳で家督を継ぐと、

父の従弟、別家美濃家古橋源次郎の助けを借り、積極的に家政改革

に取り組みました。まず、赤字を出していた鉄店（鍋・釜・鍬・鋤

などを販売）を閉じ、白木・油類の販売をやめ、資本のいる酒・味

噌の醸造も縮小するなど商業経営を思い切って整理しました。また、

家財および牛馬を競売に出し、売上代金の 114 両を借金の返済に充

てました。この競売により、暉皃の誠意が認められ、利子の棚上げ

や元金の年賦償還など債権者の理解が得られ、その後の経済再建が

有利になりました。暉皃は競売の後、貸金の取り立てに奔走し、貸

金や酒・味噌の売掛金は年賦償還を貫きました。こうした努力が実り、

天保の飢饉の村方救済活動に伴う出費にも拘らず、その後、借金も

逐年返済し、弘化 4 年（1847）3 月、すべて返済しました。

２．暉皃の生い立ち

兄弟三人夏羽織一枚の図　　　　　　古橋懐古館蔵
明治 20 年（1887）、義真が幕末から明治期の画家児島
基隆に描かせた古橋家の歴史画の 1 枚です。競売の後、
兄弟 3 人で夏羽織 1 枚を共有する様子が描かれていま
す。

神
かむほぎ

寿酒樽　稲武郷土資料館蔵
古橋家は代々酒造を業とし、味噌、
溜りの製造販売も行いました。
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　天保 4 年（1833）は全国的に飢饉で、この地方も例

外ではありませんでした。暉皃は、家政改革に着手し

たばかりで自分も苦しい時でしたが、「己を責めて人

に施すは今の時也」と精米一石二斗、精麦一石八斗を

給与するとともに、領内富裕者に呼びかけ、金を出し

合って米を買い、無利子、五年賦で貸与するなど村民

を飢餓から救うことに尽力しました。

　天保 7 年は、春以来の気候不順で飢饉が全国的に広

がり、大飢饉となりました。暉皃は周辺の村々を代表

し赤坂役所（現在の豊川市赤坂町）へ急行し、急
きゅうふじき

夫食（食

料となる米穀）の支給、破
は

免
めん

検
け

見
み

（凶作時の年貢の大

幅減）を願い出て、これを果たしました。こうした努

力により天保の飢饉にあたって、稲橋村では一人の餓

死者も出しませんでした。

備荒貯蓄
　天保の飢饉・家計破綻を経験した暉皃は、常に備荒貯蓄（飢

饉に備えた食料などの蓄え）をし、村内外に飢饉への備えやそ

のための米の貯蔵を説きました。

　また、備蓄の手段として、天保 5 年から植林に取り組みまし

た。天保 7 年、村民一軒につき杉苗 40 本ずつを育てさせるこ

とにして、天保 9 年から共有林への植林を始めました。この植

林の取り組みは、のちに山林の多いこの土地に合った「百年の

植樹法」として花開きました。

３．飢饉においての対応

「凶荒図録」　　明治 18 年発行　　　　　　　　豊田市郷土資料館蔵
凶荒についての備えを説く暉皃の姿が、右ページ中央に描かれています。

平田門入門
　暉皃は、安政 6 年（1859）の伊勢詣の際に本居宣長の『直

なおびのみたま

毘霊』を読み、

大きな感銘を受けて以降、国学に傾倒しました。文久３年（1863）、江戸へ

赴いた暉皃は９月 19 日に三河吉田の神主羽田野敬
たか

雄
お

の紹介状を持参し、国

学者平田鐵
かねたね

胤（平田篤
あつたね

胤の養子）の門下生となりました。入門の背景には、

暉皃の持つ尊王攘夷論、祖先崇拝の意識がありました。

伊勢神峠の遥拝所
　慶応３年（1867）、暉皃は飯田街道沿いの加茂郡連

れん

谷
だに

村（現在の豊田市連

谷町）にある伊勢神峠の頂上に伊勢神宮の遥拝所を作り祭祀を行いました。

伊勢神峠は石神峠、石亀峠などと呼ばれていましたが、これ以降は伊勢神

峠と呼ばれました。この祭祀は第 2 次世界大戦後に一時中断しましたが、

昭和 46 年（1971）に足助町明
あすがわ

川、大
おお

多
た が

賀、連谷の 3 地区（現在の豊田市明

川町、大多賀町、連谷町）により復活し今日に至っています。

４．国学に傾倒

伊勢神峠の遥拝所
明治 11 年（1878）、古橋源六郎暉皃はこの場
所で海幸山幸を悟りました。

明治37年（1904）日露戦争の際の備蓄米　　古橋懐古館蔵
囲い米や備荒を説いた古橋源六郎暉皃の精神は、後の世代に
も受け継がれました。
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　明治元年（1868）、暉皃は新政府の置いた三河県赤坂役所（現在の豊川市赤坂町）に出仕しました。初代の三河

判事土
ど い

肥大
たいさく

作は讃岐丸亀藩士で、尊攘を唱えて藩主を鼓舞して幽閉されたこともある人物であり、経済にも通じ

ていました。ある夜判事に、三河県の将来進むべき方向・復興策は何かと問われた暉皃が「勤倹あるのみ」と答

えたところ、「そんなことは三つ児でも知っている。三河は徳川時代に 16 藩 86 旗本の領地に分けられていたから

人心は区々であるのが第一、物産の少ないのが第二、人心の因
いんじゅん

循なのが第三だ。政令を一つにし、物産を興し、

因循の風を除けば他国と並立させることもそう難しいことではない。」と指摘されたといいます。暉皃はこれ以降、

物産の振興に目を向けました。明治 2 年の三河県廃県後は伊那県足助局に勤め、明治 5 年、満 60 歳を機に伊那県

を辞し、稲橋村へ戻りました。

製茶業
　明治 5 年（1872）、暉皃は稲橋村へ戻ると、村民を集めて物産の振興を説き、茶の実を分配し、

伊那県奉職中に倹約して蓄えた 230 円を物産振興と貧民の救済にあてました。さらに愛知県

から 450 円を借りて茶の実を買い、村民に分配し、茶の栽培を進めました。明治 11 年に茶価

の暴落もありましたが、翌年には稲橋村村民の 7 割が茶を生産しました。明治 13 年には、北

設楽郡 53 ヵ村中 39 ヵ村で茶樹が栽培され、約 5 万斤の茶が生産されました。暉皃は殖産を

天理にかなうものとしてとらえ、同時期に植林・産馬・養蚕・椎茸栽培の導入をはかりました。

養蚕業
　明治 7 年（1874) 、暉皃はそれまで桑を畔に植えて行う

程度だった養蚕を改良するため、愛知県の勧業係に要請し、

稲橋村で桑苗植えつけの説明をしてもらい、桑苗を購入し

ました。翌年、岐阜県恵那郡落合村から桑苗を取り寄せ、

古橋家が購入して村人に分与し、ようやく桑園が広がりま

した。

　明治 9 年、名古屋に養蚕伝習所が開設されると、組合村※

から一人派遣して技術を学ばせました。明治 11 年、暉皃

が主導して稲橋村と武節村に養蚕場がつくられました。翌

年になると、名古屋から座繰器械 18 台を購入して、繭か

ら生糸にする製糸場が武節村にできました。稲橋・武節村

で生産した繭と生糸はこの年に開催された名古屋博覧会に

出品され、賞牌を受けました。

　明治 13 年、養蚕技術向上のため、稲橋村から福島県磐

城郡掛田村へ、糸繭売買人だった岡田伊三郎が派遣され、

寒冷地でも春蚕が飼育できる火力養蚕法がこの地域にもた

らされました。利益を上げることのできる養蚕業は、愛知

県勧業課などの強力な指導を受け、古橋家などの豪農が推

進力となって、上層農へ普及し、さらに強力に推進されま

した。明治 16 年の稲橋村からの繭出荷額は 1,000 貫で 2,500

円、生糸は 91 貫目で 3,500 円、それにくず糸 8 貫目で 360 円、

これらが横浜へと出荷されました。（明治 17 年「稲橋村商

品輸出入表」）

５．三河県出仕と殖産興業

茶実買入　　古橋懐古館蔵

「参河国養蚕由来記」羽田野敬雄　　　　　　古橋懐古館蔵
のちに「三河蚕糸考」と改題されました。

コラム：暉皃を支えた妻・伊
い

知
ち

　古橋家は代々酒造を業とし、味噌・溜
たまり

の製造
販売に加えて、農業、養蚕、製茶、植林等の業
務もあって、家族以外に多数の雇用者が同居し、
年中多忙を極めていました。男衆2人、女衆2人、
酒、味噌、溜の製造に約 20 人、店番 2 人、また、
冬の仕込みの季節には知多から杜氏がやってき
ました。多忙な暉皃に代わって古橋家を守った
妻・伊知の記した年中行事の際の献立や材料準
備の覚書が古橋懐古館に残されています。

※夏焼村、稲橋村、中当村、野入村、大野瀬村、押山村、川手村、武節町村、桑原村、黒田村、御所貝津村、小田木村、の 12 の村を
　さします。この 12 の村と富永村で、現在の稲武地区となります。



�

　暉皃は明治 5 年（1872）の稲橋村帰村後、家督を息子
義
よしざね

真に譲りました。農談会、産業振興を除いて、古橋家
を代表する事柄のほとんどは戸主となった義真に任せま
した。

神
かむ

御
み そ

衣奉
ほうけん

献
　古来より、三河国では桑が良く育ち、その桑で育つ蚕
がつくる繭からは、赤引糸と呼ばれる最高品質の美しい
糸が取れました。この赤引糸から、神御衣（神にささげ
る衣服）が織られてきましたが、その伝統は応仁の乱の
あと途絶えていました。
　明治 7 年（1874） 、平田門の国学者羽田野敬雄は著書「三
河蚕糸考」を暉皃へ送り、「貴方は敬神尊王の士であるか
ら、伊勢神宮献糸の古典を復活しては如何」と助言しま
した。この「三河蚕糸考」を読んで、初めてこの地方の
気候風土が養蚕に適していることを知った暉皃は、前述
のように、この地方の養蚕の基礎を築きました。明治 13
年、伊勢神宮大祭の際、暉皃・義真父子は岡田伊三郎を
伊勢に派遣し、神宮司庁に献糸の請願をしましたが叶い
ませんでした。そこで愛知県に働きかけ、県指令により
御衣献糸願を提出し、義真自ら伊勢へ赴きました。神宮
司庁で協議した結果、翌年5月付で正式に認可されました。
初年度は、有志より拠出された秋繭を 7 月に新しく作ら
れた手繰機で繰糸し、9 月に神宮司庁へ上納しました。
　これ以降、途絶えていた三河からの神御衣奉献が復活
しました。この稲武町献糸会による神御衣奉献は現在も
続けられ、今年で 135 年目に当たります。
　なお、平成 2 年、今上天皇の大嘗祭には稲武町献糸会
で引いた絹糸を木曽川町で織り上げた繒

にぎたえ

服（大嘗祭で最
も重要な皇祖神の御衣）を調進しました。

名月清風校
「百年の計は山に木を植え、

　　　国家千年の大計は人物を養成するにあり」暉皃

　暉皃は、これといった特産物もなく停滞する山村で、
新しい時代に対処するためには教育が必要だと考え、義
真、佐藤清

き よ み

臣と共に明治５年（1872）８月、稲橋村に郷
学校「名月清風校」を創立しました。初代校長兼訓導（先
生）に就任した佐藤清臣は、平田門の国学者でした。「名
月清風校」は、当初、「読み書き」と共に、「皇学」と「農学」
を教えましが、明治６年 11 月に公立小学校「第九中学区
第四十三番小学」、のちに稲橋小学校となりました。現在
は、黒田、押川、小田木、大野瀬小学校との合併をへて、
稲武小学校となっています。

６．暉皃・義真父子の協力

赤引糸受領証　古橋懐古館蔵
明治 14 年５月 30 日に赤引糸
200 匁（750 グラム）を伊勢神
宮に奉納しました。

今上天皇の大嘗祭に向けて「製糸の儀」を行う金田ちゑのさんと
稲武町献糸会会長（稲武町長）古橋茂人氏

（『第 125 代天皇・天皇家と真珠　即位礼・大嘗祭』より）
平成２年（1990）７月 10 日、稲武に新築された繰糸殿で「製糸の儀」
は行われました。

明月清風校設立許可証と校印　　　　古橋懐古館蔵



�

農談会
　また、暉皃・義真父子は佐藤清臣の勧めに従い、全国に先

駆けて明治 11 年（1878）に近隣の 12 ヵ村の老農（熱心で研

究的な農業者）を招いて「農談会」を開設しました。農談会とは、

農事改良に役立つ知識や経験を交換し、互いに取り入れ普及・

奨励し役立てようと開かれた会議のことです。暉皃はこの農

談会設立によりこの地域の農事改良を具体化しました。桑園

栽培、養蚕所づくり、製糸の奨励、横浜共進会への繭・生糸

の出品、岡田伊三郎の掛田村へ派遣と火力養蚕法の導入、伊

勢神宮への神御衣献糸なども農談会の成果といえます。なお、

明治 11 年に開設した農談会は、明治 14 年に設立され現在も

続く大日本農会の母体の一つとなりました。

「天下の三老農」の一人となる
　農商務省の品川弥二郎は、暉皃の人となりを深く愛し、欧

州視察の土産として買って帰った三本の杖のうちの一本を、

明治 13 年（1880）12 月、暉皃に贈りました。この三本の一本

は福島県の富田高
たかよし

慶、他の一本は栃木県の関根矢
や さ く

作に贈られ、

弥二郎はこの三人を「天下の三老農」と称しました。

井
いやま

山で共存共栄を祈念する
世の為に　尽くす心ハたゆまねど

　　　　　　　　おくれがす
ち

なる　老いの坂道　　　　暉皃

　豊田市稲武町と北設楽郡設楽町の境に位置する井山（標高 1195 ｍ）はもともと百姓持山で、用水（井）の改修時

にこの山の木を用いたことから井山と呼ばれました。江戸期に天領となり、ここでの木の伐採ができなくなったた

め、井堰修復費は幕府が負担しました。明治 4 年（1871）、井山が官林となると、暉皃・義真父子は明治政府に官

林払下げを求めました。粘り強い働きかけにより、明治 16 年ついに払下げが叶いました。明治 18 年から杉や檜の

植林が行われました。

　明治 25 年（1892）初秋、暉皃は病をおして井山に登り山祇の祭祀を営むと言い出したので、村民は暉皃を駕籠

にのせ、8 キロの山道を運びました。暉皃は神前に額づき、百年計画の植樹の遂行と山村民の共存共栄を祈念する

とともに、村民に対してその完遂を説きました。

　同年 12 月 24 日、暉皃は 79 歳の生涯を閉じました。最期まで、共有山造林のことを遺訓し、一言も私事に及ぶ

ことはなかったといいます。

品川弥二郎から贈られた杖　　　　　　　　古橋懐古館蔵
この杖は芯に鉄の棒が仕込んであり、地中の土壌を検査するも
のでした。

コラム：「木地師」
　木地師とは、かつて小椋庄（現在の滋賀県）を拠点に、日本全国の山々で山中の
木地を伐り、それを挽き、椀や盆などを作った職人たちのことです。木地師たちは、
明治期になると官林への入山が禁止され、行き場を失いました。暉皃は、井山払下
げの後、植林のために伐木したトチ、ケヤキ、モミなどの大木を活かすため木地師
を招き、製品の販売まで古橋木地店で一手に引き受けました。暉皃没後、義真も
段戸山の払下げに尽力、木地師たちは明治末期ごろまでこの地で活躍しました。
　木地師たちは大正期に入り伐木が無くなると、転業や移転を余儀なくされまし
た。しかし、現在も豊田市御

ご し ょ

所貝
が い つ

津町の原田浩二氏は木地師の伝統を守り続けて
います。

農業会雑誌　　　　　　　　　　　　　　　古橋懐古館蔵
（明治 11 年 5 月 2 日～ 22 年 1 月 4 日）

栗木地摺漆朱竹絵丸膳
明治 23 年（1890）　古橋懐古館蔵
古橋木地店で製作され、第三回内
国博覧会において三等有功賞を受
賞した木地盆です。
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古橋翁頌
しょうとくひ

徳碑
　明治 25 年（1892）の暉皃没後、北設楽郡農会はその遺徳を後世へ伝え

ようと頌徳碑の建立を決議、千余名の人々が資金を出し合い、古橋翁頌

徳碑を建立しました。建設場所には、暉皃が天保の家政改革の際に思い

を林業に託し、富家から富村へと開眼した天保の植林地大井平山麓が選

ばれました。明治 29 年に着工した頌徳碑建立と大井平公園の整備は、多

くの人々の奉仕により進められ、明治 33 年（1900）4 月に除幕式が行わ

れました。

　現在、豊田市の名倉川沿いにある大井平公園には、よく手入れされた

樹齢 180 年を超える杉や檜の人工林があります。暉皃が最初に植樹した

天保の植林地です。この美しい林の中に、古橋翁頌徳碑はあります。

暉皃の書画収集と古橋懐古館
　暉皃は文久 3 年（1863）の平田門入門を機に国学者や勤皇家などの書

画を収集しました。暉皃が入門後の江戸滞在中に購入した国学書や、国

学者、儒学者、勤王家などの書画の金額は 100 両以上に達しました。また、

子の義真、孫の道
ち

紀
のり

も収集を続けました。その中には吉田松陰、坂本竜馬、

久坂玄瑞をはじめ勤皇の志士、水戸学の徳川斉
なり

昭
あき

、藤田東湖などの書画

があります。

　古橋懐古館は古橋源六郎義真の没後 50 年祭記念事業として建設されま

した。当初は非公開でしたが、昭和 41 年（1966）に一般公開され、古橋

家の旧味噌蔵、旧酒蔵などを改造連結した現在の古橋懐古館となりまし

た。なお、暉皃・義真・道紀の収集した書画は、古橋懐古館に展示保存され、

貴重な歴史資料や書画を後世へ伝えています。

暉皃の精神の継承
「豊村なくして豊家なし」

　財団法人古橋会は暉皃の孫・道
ち

紀
のり

の遺言によって設立されました。古

橋会は稲武から他地区への高校進学者へ奨学金の支給、神御衣奉献、共

有共栄の為の百年の植樹の維持管理、古橋懐古館の運営を行うなど、暉

皃の精神を現在に伝えています。

山
やま

 則
すなわちやまのさち

山 幸　海
うみ

 則
すなわちうみのさち

海 幸 　　　

　　　玉幸ふ　神のまにまに仕えなば　　貧しき人の　よにあらめやは　　　　暉皃

　暉皃は天保の家政改革と度重なる飢饉体験の後、常に豊村、さらに国を豊かにすることを考えて、林業をはじめ

公益のために尽くしました。常に先を見据えて考え努力し続ける暉皃の姿勢、そして生き方は、稲武に今でも息づ

いています。

参考文献 ： 沢田久夫『稲武方面の木地屋』北設楽郡木地屋研究会 1957 年、橋本鉄男「木地屋の移住史」、『愛知県蚕糸業史』愛知県蚕糸業
振興会 1964 年、古橋茂人『古橋家の歴史』財団法人古橋会 1977 年、芳賀登『維新の精神豪農古橋暉皃の生涯』雄山閣出版株式会社 1993 年、
古橋茂人『古橋源六郎道紀翁小伝』財団法人古橋会 1995 年、『第 125 代天皇・天皇家と真珠　即位礼・大嘗祭』株式会社産業倶楽部 1995
年、『稲武町史通史編』稲武町 2000 年、『稲武町史資料編近現代』稲武町 2001 年、『古橋家文書目録第三集』財団法人古橋会 2010 年、『豊
田市のあゆみ』豊田市 2011 年、高木俊輔『明治維新と豪農古橋暉皃の生涯』吉川弘文館 2011 年、『愛知の偉人③ 12 の話 人の命を救う道』
公益財団法人愛知県教育振興会 2015 年、西海賢二『山村の生活史と民具 - 古橋懐古館所蔵資料からみる -』一般財団法人古橋会 2015 年

大井平公園にある古橋翁頌徳碑

古橋懐古館
貴重な書画と共に、古橋家関係の歴史資料が展
示されています。

７．暉皃の精神の継承
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古橋源六郎暉皃年表
年　代 古橋源六郎暉皃関係 日本と現在の豊田市域の出来事

文化 10 年（1813） 3 月 23 日　設楽郡稲橋村（現・豊田市稲武町）
に生まれる

天保２年（1831） 家督を継ぎ、家政の立て直しに取り組む
名主（代行）となる（19 才）

天保４年 （1833） 家の借金 150 両にまで減少する
飢饉に苦しむ村人たちを救済しようと活動する

天保の飢饉が始まる
（天保６年、７年にかけて飢饉は最大規模となる）

天保５年 （1834） 杉の苗を購入して、村人に植林をすすめるが、
受け入れられず、自ら植林に取り組む

天保７年 （1836） 加茂一揆に際し、村人たちを説得する
急夫食・年貢の減免に奔走する（～天保10年）

加茂一揆がおきる

天保 11 年 （1840） 稲橋村等 12 か所の惣代を命じられる

天保 14 年 （1843） 備荒貯穀（飢饉に備えて食料を蓄えること）
を呼びかける

弘化４年 （1847） 借金を全て返し、家を建て直す

文久３年 （1863） 江戸に行き、平田門の門下生となる
江戸滞在中に国学者や儒学者、勤王家などと
の交流を通じ、一貫した思想のもとに書画な
どを収集する

薩摩藩とイギリスが戦う

元治元年（1864） 四国連合艦隊が下関を砲撃する

慶応３年（1867） 伊勢神峠に神宮遥拝所を設立する 大政奉還

明治元年（1868） 三河県赤坂役所（現・豊川市赤坂町）に出仕
する

五カ条のご誓文が出される

明治２年（1869） 伊那県足助局に出仕する 版籍奉還

明治３年 （1870） 村人に茶の栽培や蚕の飼育をすすめる

明治４年 （1871） 戸籍法の公布　　　　　　廃藩置県

明治５年 （1872） 伊那県足助局を退職し、家督を息子義真に譲る
明月清風校を設立する

富岡製糸場ができる　　　　　　　学制の公布
挙母村旧崇化館跡（常盤町）に挙母郷学校開校

明治 11 年 （1878） ４月　12 の村の老農たちを集めて農談会を始
める
伊勢神峠で、山の民として山林資源の有効活
用の必要性に気づく
11 月　義真、北設楽郡郡長となる
夏焼村に産馬講習所を開設する

明治 13 年（1880） 産馬講習所、夏焼村から段戸山へ移る

明治 14 年（1881） 神御衣奉献が復活する
「百年計画の植樹法」を定める

国会開設の勅諭が出される

明治 18 年 （1885） 藍綬褒章をたまわる
「凶荒図録」を県下各地区に配り、凶荒のきび

しさと備荒貯穀の必要性を説く

内閣制度が制定される（第 1 次伊藤博文内閣成立）

明治 25 年 （1892） 12 月 24 日、死去（79 才）

明治 33 年（1900） 古橋翁頌徳碑の除幕式が行われる


